
あらっ、もう高 3 。

駐皿“‘ もうちょっとやりたかったのに。

好素材揃うも、
足なみが今一揃わず。

代表選考会にこそ参加し なか った

が、エースの井関（頭も良く女にもも

てたが今はただのオ ッ サン）やサイド

バックの長身河原（鬼のような顔をし

ながら女には晩生で、 結婚が遅れた）

などは確実に当時の兵庫県を代表する

選手であ っ た。 加えて、冷静沈着なキ

ャプテン山村（冷静沈着というよりは

単に老けていた）やチームーのファイ

ター吉村（子供のような性格のまま子

供ができた）なども同じレベルの優秀

な選手であ った。

エ ッ フェル塔を前に

しかし、練習ぎらいの横着者西村

（今は改心してこの本の編集を手伝っ

ている）やお調子者の佐々木（今もキ

夕新地では絶好調）など足なみを乱す

ものや故障者に泣き、あ ま り 誇れる戦

績を残せてはいない。

全国大会出場、 近畿大会優勝、と黄

金時代の後であっただけに佃先生もも

う投げていたと思われる 34期ではあ っ

たが、神戸市で優勝 したことがあった。

35期 4 名の力は借 り たものの、 何と な

くみんなの足なみが揃い連戦連勝をし

た。 決勝では骨折した大黒柱河原に代

わって出場した吉野 （彼も問題児であ

っ たが今は普通のまじめな人になって

し ま った）のがんばりや、スト ッパー
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亀井の捨て身のディフェンスで優勝を

ものにした。

このように我々 8 名の34期メンバー

はたった一度だが優勝の美酒を味わう

ことができた。 あ っ、ひ と り 大切な人

を忘れていた。身長183セ ンチのエー

スス トライカ一宮本だ。

彼の開発した秘技“ヒザトラ"は、

膝で ト ラップする時、パスなのかシュ

ー ト なのか 、 空振りなのかの判断がつ

かず、敵も味方も完全に翻弄 さ れたも

のだ っ た。

［西村達衛］



今はなき‘‘淀万”のあの事件。

“びっくりうどん 3 杯食べるとただ。 ”

こんなこと言われると部練帰りの空

腹時にはついつられますよね。

当時、六甲道の交差点に淀万という

うどん屋があり、その日も我々は誘蛾

灯に引き寄せられる虫のようにうどん

屋へ走って しまいました。

翌日は、 神戸高校との大切なー戦だ

ったのですが試合前に先生から、「お

まえら昨日うどん屋行ったやろ。 負け

たらグラウンド400周せい。（なんで知

ってんの）」と のお言葉。 結果は見事

に惨敗。 試合後先生は、「昨日うどん

屋にいった奴は、全員丸刈りや」との

こと 。 やっと生えそろった髪を泣く泣

く丸ボウズにしました。 当時は「グラ

ウンド400周の根拠はどこにあるんで

すか」とか「うどんを食べたから試合

に負けたんじ ゃないと思います」など

と反論できる者もなく、この理不尽で

非科学的なお言葉にも素直に従う、純

情な我々だったのです。

ち ゃっ かりドイツ遠征。

今はなきヒルケルさんのお名前を項

き昭和50年に創設された-0 Bの社会人

チ ー ム 「六甲ヒルケルクラブJ 。 当時

はまさに敵なしの大進撃で、 関西リー

グに も進出しようかという勢い。 勢い

余った若き佃先生はじめ OB は、無謀

にも海外遠征をやってしまうのです。

ちょうど卒業したばかりの我々34期

は大半がこの遠征にちゃ っ かり参加。

サッカーを指導する立場の先生には、

親善試合 2 試合を含む、ケルン体育大

学の施設見学、 ドイツ代表チームの合

同練習に参加、オ ランダでのプロゲー

ム観戦などおおいなる収穫を上げた遠

征でしたが、我々34期の面々はもちろ

ん、ほとんど観光気分。

行く先々でトラプルの連続。 佃先生

の怒りと疲労はピークに達し、これ以

降二度と海外遠征が実施される こ とは

なくなりました。 後輩諸君ゴメン 。 で

も俺達はほんとに楽しかった。

ラッキー 。

<101>

くたびれかけたおじさんよもう一度。

「しょうもない相手に負けてしもたな」

「 ト レー ニ ングを強化 して次の大会は

がんばろな」 などと言っているうちに、

我々もあっという間に高 3 になってし

まっていた。

卒業して早17年が経とうとする我々

34期ですが、 最近になってもう 一度あ

のグラウンドでボールを追いかけたい

という気持ちが日増しに強くなってく

るのは、 筆者のわた しだけではないは

ずです。

「あの試合で、あのパスが通ってい

れば…」

「もう 一歩足を伸ばしていれば…」

という思いが頭を駆けめぐり、あげく

の果てには「じゃあ、もう 一度あのメ

ンバーで集まって、やり残したプレー

をや ってみようか」と いう 気分になっ

てしまうのです。 そ んな気分にさせて

くれる六甲サッカ一部と佃先生と我々

の麻雀仲間市川先生に感謝するととも

に醜い姿をさらしながらももう 一度あ

のグランドを目指す34期生でした。


